
 

 
 

    

子どもたちからのお礼の言葉 

 

  

４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

     

今後も安全・安心な保育環境を維持していけるように、毎年の保育計画を見直して改

善していきたいと思います。 

また、一人ひとりの園児の発達状況に応じた望ましい環境を用意し、子どもの最善の

成長を祈りつつご家庭に寄り添い、保護者の方や地域の方々に信頼される認定こども園

となるよう努力していきたいと思っています。 

 

最後になりましたが、第一生命財団様から自動ドアを助成して頂き、子どもたちに安

全・安心な保育環境が整いましたことに心より感謝申し上げます。 

 

                                   

 以上 

 

 
 

保保育育計計画画成成果果報報告告書書  

法人名等 社会福祉法人吉田向陽会 

施設名 吉野けだな保育園 

報告者（役職） 脇田 直彦（園長代行） 

住所・連絡先 

鹿児島県鹿児島市吉野町 3652-25 

☎ 099-201-6688 

E-mail yoshinokedanahoikuen@gmail.com 

 

○タイトル（保育計画） 

ここでしか体験できない作品づくり！キッズバレエ発表会 

 

○主な助成備品 

バレエバー、TMフロアシート（リノリウム）、リフェクスミラー（割れない鏡）×4、 

発表会衣装セット×23、音響セット 

 

 

１１．．保保育育計計画画策策定定のの目目的的  

本園は、「全ての子どもが適切に用意された環境に囲

まれ、将来その個性をあますことなく発揮できる基礎

力、即ち、たくましい体・健やかな心・広い社会性を自

ら獲得していけるよう最善の援助を行う」ことを保育理

念としています。 

また、「教育とカルチャーが充実した保育園を作りた

い」といった法人理事長の考え方のもと、モンテッソー

リ教育を導入しているほか、年間指導計画に英語、空

手、スイミングを取り入れ、外部講師の指導による「本

物の経験」ができる環境を整えています。 

今回の計画策定は、初年度の生活発表会で保育士がバ

レエを披露したところ、後日、保護者さまより「バレエ

を教えてもらうはできないでしょうか。」といったご意見をいただいたことと、お迎えの

遅い保護者さまも多く、今後、降園後の子ども達の運動機会は少なくなっていくといった

懸念がきっかけとなります。 

運動をコントロールする能力が顕著に伸びる幼児期に、体幹やバランス感覚の向上、表

現力の向上が期待されるバレエを取り入れたいという想いと、年間を通じて学んだバレエ

キッズスイミング 

キッズ空手道 

－167－



 

 
 

を、表現者として発表できる環境を用意してあげたいという想いから保育計画を策定させ

ていただきました。 

 

２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

計画のタイトルである「ここでしか体験できない作品づくり！キッズバレエ発表会」の

開催を明確なゴールとして設定し、練習を重ねていきました。 

 

★3歳児  

バレエ音楽に合わせて指導者の動きを真似することで、バレエにとって最も基礎となる

「音楽を聞いて体を動かす」ことを学びました。また、クラシックバレエの作法として、

とても重要なレヴェランス（バレエにおけるお辞儀）を覚えました。 

指導にあたっては、動きを教えることよりも、音やリズム、バレエの動きを「感じる」

ことを大切にしました。 

 

 

★★44 歳歳児児とと 55歳歳児児のの合合同同レレッッススンン（（44～～77 月月））  

令和 3年度は、初めてバレエに触れる 4歳児と発表会を終えた 5歳児が、男の子と女の

子のクラスに分かれて練習を開始しました。 

ストレッチではゆっくりとした動きの中で筋肉の柔軟性を高め、リズム運動では音楽を

耳で聞き、そのリズムに合わせて身体を動かしていきます。また、バーレッスンでは、バ

レエ特有の脚と腕の基本ポジションや軸の確認、バレエステップの基礎を覚えていきま

す。 
ボーカルもパーカッションもない音楽は、最初はリズムの取り方が難しいようでした

が、鏡の前で練習することでお友達と動きを合わせようとする姿が見られ、次第にみんな

の動きが揃っていきます。 
 

    

ストレッチの様子 ストレッチの様子 
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★★発発表表会会にに向向けけたた作作品品づづくくりり（（88～～22 月月））  

男の子と女の子にクラスを分けて、発表会に

向けた作品づくりを始めました。最初は、振り

付けをなかなか覚えることができませんでした

が、上手にできている部分を褒め、子どもの主

体性、自主性、自発性を伸ばすことを大切にし

て指導していきました。できた子がまだできて

ない子に教える姿も見られ、やさしさや感謝、

お互いを尊重し合うといった心の成長も感じる

ことができました。 

「見ててくれた？上手に踊れてた？」、「明日もバレエの練習がしたい！」と声をかけて

くる子どもも増え始めたことから、子ども達に発表会の演目を増やすことを伝えると、全

員が「やったー！」と喜び、レッスンもさらに盛り上がっていきました。 

 

 

★★33 月月ののおお誕誕生生会会  

発表会直前のお誕生会では、初めてお友達の

前で演技を披露しました。 

かなり緊張した様子でしたが、舞台に立つと

表情が変わり、演技に集中することができまし

た。お兄ちゃん、お姉ちゃんたちの堂々とした

演技を観たお友達の中にはすぐに真似をする子

どもの姿も見られ、「自分も早くバレエを習いた

い！」といった声も多くありました。 

 

 

★★キキッッズズババレレエエココンンササーートト（（令令和和 44 年年 33 月月 1122 日日  1144：：3300～～1166：：0000））  

当日は、観覧制限を設け、最小限の保護者を

お招きしての発表会となりました。 

最初に、普段の練習の様子として、バーレッ

スン、センターレッスンを観ていただきまし

た。指導者による演技披露の間に、練習着から

発表会衣装に着替え、5つの作品を披露していき

ます。それぞれの作品は、短いもので約 1分、

長いものでも 2分にも満たない短い時間です。舞

台裏で見せた緊張した顔は、舞台に上がると変化

演技を確認する子ども達 

男の子集合写真 

バレエを観る子ども達 
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し、真剣な顔のまま演技する子どももいれば、雰

囲気を楽しみ笑顔で演技する子どももいます。子

ども達は、アイコンタクトでお友達との距離を確

認しながら、決してぶつかることなく、舞台を最

大限に使った演技を披露してくれます。その表情

は一人ひとり違ったものですが、演技やお辞儀は

しっかりと合い、とても素晴らしい作品を披露し

てくれました。 

 

 

 

   

 

  

  

  

  

  

  

３３．．そそのの成成果果とと評評価価  

発表会の演技を終えた子ども達の笑顔や

ガッツポーズからは、やり遂げたことに対

する達成感や、やり抜いたことに対する自

信を十分に感じることができました。 

「もう練習しないの？」、「また、発表会

がしたい！」と声をかけてくれる子ども達

もいて、バレエの時間を楽しんでいたこと

がわかります。 

年間を通してバレエに取り組むことで、

個々の変化があったことはもちろんです

が、最も感じたことは、練習の中にはたく

さんの「できた!」があり、その過程の中で一人ひとりが自己肯定感を高めていく様子が

見られたことです。発表会後に保護者さまに行った無記名の webアンケートでも、「お子

様の成長を感じることができましたか？」という設問に対し、回答者 15名全員が、「大変

感じた」と回答しています。 

指導者による演技披露 

女の子集合写真 

終了後の写真撮影会 
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女の子集合写真 
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自由記述でも指導に対する感謝

の言葉や、来年度に対する期待な

ど、温かいお言葉をたくさん頂く

ことができたことは、バレエ教室

と同じような環境の中で、練習す

ることができたおかげだと感謝し

ています。 

 

 

 

 

４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

今後の課題は、子ども達の表現力や感性をさらに伸ばせる体験を増やしていくことだと

感じています。そのために、バレエを観る時間を設けたり、絵本の読み聞かせを増やした

りなど、五感を刺激する経験を増やし、その中で、子ども達の「感じたことや考えたこと

を自分なりに表現したい」というサインを見逃さず、身体を動かすこと以外の表現の仕方

についても学べる環境を整えていきたいと思います。 

今後の展望としては、祖父母等を含めたたくさんの方に観ていただけるよう、大きな舞

台を用意してあげたいと思います。また、コロナ禍でなかなか実現できていない地域との

交流においても、子ども達の作品を披露する機会を探していきます。 

最後に、子ども達も保護者も、そして私たち保育者もワクワクする機会を提供していた

だきました第一生命財団様に心より御礼申し上げます。 

助成いただきました備品は、大切に使用させていただき、本園の新たな文化として未来

の子ども達に引き継いでいきたいと思います。 

 

以上 

アンケート自由回答 抜粋 
 通常なら、なかなか触れる機会のないバレエを、保育園で教えて頂けて本当に嬉

しいです。一生懸命練習してきたという自信が、みんなの表情を見てわかりまし

た。努力を誇れることは子供の成長にもすごく大切だと感じました。ありがとう

ございました！ 
 今回、発表会という形で普段の練習の成果が見れてとても嬉しかったです。あり

がとうございました。働いていて習い事も難しい中で、親子共々憧れのバレエを

教えて頂ける環境にとても感謝しています。ゆか先生がおっしゃってたように、

バレエを通して色々なことに興味を持っていってくれたらいいなと思います。今

後とも宜しくお願いいたします。 
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